
第２回山ノ内町立小学校統合準備委員会 次第 

 

日時 令和５年１月２５日（水） 

午後６時００分～ 

場所 文化センター学習室 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 会議事項       

(1) 山ノ内町立統合小学校整備計画（素案）について 

  

 

 

(2) 統合準備委員会の今年度活動内容について    資料１ 

 

 

 

４ グループ別ワークショップ 

(1)   ワークショップの進め方説明 

     テーマ①「どのような子どもたちを育てたいか（目指す子どもの姿）」 

      テーマ②「どのような学校にしたいか（目指す学校像）」 

(2)   ワークショップ 

      各自付箋に意見を記入する。テーマ①（水色） テーマ②（黄色） 

      意見交換と整理、構造化 

(3)   グループからの発表 

 

 

(4)   全体のまとめ（原委員長） 

 

５ その他 

・ 次回日程 

 

６ 閉 会 



職　名 所属等 氏　名 グループ 区分

委 員 長  元小学校長 原　　隆文 全体 (5)学識経験者

副委員長  町子ども会育成会連絡協議会長 金井　哲也 全体 (1)小学校保護者代表

委　員  東小学校ＰＴＡ会長 田中　浩幸 A (1)小学校保護者代表

委　員  南小学校ＰＴＡ会長 宮崎　秋之 B (1)小学校保護者代表

委　員  西小学校ＰＴＡ会長 畔上　元弘 C (1)小学校保護者代表

委　員  山ノ内中学校ＰＴＡ会長 山本　佳史 A (1)中学校保護者代表

委　員  志賀高原保育園保護者会長 西沢　寛樹 B (2)保育園保護者代表

委　員  かえで保育園保護者会長 児玉　友香 C (2)保育園保護者代表

委　員  ほなみ保育園保護者会長 山本　典敬 A (2)保育園保護者代表

委　員  よませ保育園保護者会長 関　　知里 B (2)保育園保護者代表

委　員  すがかわ保育園保護者会長 下田　愛実 欠 (2)保育園保護者代表

委　員  東小学校長 湯本　文洋 A (3)小学校教職員

委　員  南小学校長 原　　幸子 B (3)小学校教職員

委　員  西小学校長 齋藤　義和 C (3)小学校教職員

委　員  山ノ内中学校長 山口　　近 欠 (3)中学校教職員

委　員  区長会会長　（湯田中区長） 宮崎　幸雄 A (4)地域住民代表

委　員  区長会副会長（戸狩区長） 北原　公治 B (4)地域住民代表

委　員  区長会副会長（前坂区長） 湯本　憲市 C (4)地域住民代表

委　員  区長会副会長（須賀川区長） 保坂　克芳 A (4)地域住民代表

委　員
 コミュニティスクール
 コーディネーター

小河原 康貴 B (4)地域住民代表

委　員  主任児童委員 佐藤　重子 C (5)学識経験者

　　　　職務代理　　  岩本　繁樹 　　　　学校教育係長　　森川　昌俊

統合準備委員名簿及びグループ分け表

　〇教育委員 　〇教育委員会事務局

　　　　教 育 長　　　柴草　　隆 　　　　教育次長　　　　小林　元広

　　　　委  　員　　　堀米　ひろみ 　　　　教育指導主事　　小林　妙子

　　　　委  　員　　　黒岩　博之 　　　　学校教育係　　　畔上　俊樹

　　　　委　  員　　　山本　　均 　　　　学校教育係　　　田中　稜平



統合準備委員会業務・施設整備フロー 

 

年度 
Ｒ4 Ｒ５ 

Ｒ６ Ｒ７～ 
1月 2月 3月 4月 5月 6月～3月 

施設整備          

統合準備 

委員会 

 

 

 

 

 

 

  

整備計画策定 基本設計 実施設計 既存施設解体・校舎等建設 

整備計画策定 

・基本方針について 

・目指す学校像について 

・目指す子どもの姿について 

・重点となる教育について 

・小中連携の考え方について 

・開校年度について 

・その他 

 

専門部会の立ち上げ 

・人選ついて 

・委員数について 

・検討・協議事項について 

総務部会 

校名・校歌、開校・閉校式典行事、運動着・ランドセル等について検討協議 

教育部会 

教育課程、学校行事、学校保健、教材・教具、交流活動等について検討協議 

施設部会 

校舎整備、運動施設整備、建設用地等について検討協議 

PTA・地域部会 

PTA組織運営・交流活動、コニュニティースクール等について検討協議 

通学・安全部会 

通学路の選定・安全対策、スクールバス通学区域・運行経路等について検討協議 

専門部会代表者による代表者会議の開催、検討結果の取りまとめ、教育委員会へ検討結果報告 

委員公募 

委員増員 

資料１ 


